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◆学習・教育目標（到達目標を記載） 

 

国内外で活躍する造園界の特別講師も交え、身近な庭園・公園から都市・自然環境づくりや、造園政策論

など、造園界にかかわるトピック的な話題や課題について、具体的な事例をまじえながら討議を含めた授業

を行い、造園学の思想・知識・技術の総合化とは何かを学ぶことを目的とする。 

◆取り扱う領域（キーワードで記載） 

 継続教育 国際化 造園思想 施工技術 

 造園企業 造園デザイン 造園作品 造園政策学 

◆授業の進行等について 

 

 テーマ 内 容 

準備学習（予習復習）等

の内容と分量 
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ガイダンス 

造園学研究の特色① 

造園学研究の特色② 

造園学研究の特色③ 

造園学研究の視点① 

造園学研究の視点② 

造園学研究の視点③ 

造園家の使命と役割① 

造園家の使命と役割② 

造園家の使命と役割③ 

造園家の使命と役割③ 

造園の将来像① 

造園の将来像② 

造園の将来像③ 

造園の将来像④ 

授業の進め方 

造園・景観計画学分野の手法解析 

緑地・環境デザイン学の手法解析 

造園植物資源学の手法解析 

造園学研究を進展する上で必要な作法 

これからの造園学研究とは 

造園研究の課題と展望 

造園継続教育の意味と必要性 

造園に求められる社会的要求 

現代社会における造園家の新たな役割 

社会政策と造園事業との関係性 

造園に求められる社会的資質 

造園関連事業の実態 

造園実業界を取り巻く環境 

現代造園の現状と課題 

配布された資料を十分

理解すると共に、教員

が提示する課題に対し

て積極的に整理・考察

発言できるように造園

関連の刊行物などを、

造園情報センターなど

を活用して事前・事後

の学習・研究に臨むこ

と 

◆教科書及び資料（授業前に読んでおくべき本・資料） 

  

◆授業をより良く理解するために便利な参考書・資料等 

  

◆評価の方法（レポート・小テスト・試験・課題等のウェイト） 

 レポート提出と内容（100％）の評価による 

◆オフィスアワー 

 担当教員の造園科学科担当科目参照 

◆その他受講上の注意事項 

   一部集中など日程に関する情報は、は 11 号館大学院掲示板、ポータルなどを通じ連絡するので、

各自注意すること。 


